
株式会社筑波山江戸屋は、フードロスを削減するために以下の取
組を行います。

1.フードロス削減の重要性を再確認し、取組の輪を拡げていきます。
2.需要に見合った原材料調達、フードサービスの提供・販売
の改善に努めます。
・需要予測に基づき、無駄なく発注、製造、販売（天候情報の活用等）
・食材や商品を長持ちさせる保存時の工夫（冷凍、真空保存等）
・歩留まり（原材料に対して得られる製品生産数の割合）の改善
3.食品の売れ残り削減に取り組みます。
4.食べ残しの削減に取り組みます。
・客層に応じたメニューの提案
・苦手な食べ物、アレルギーを事前確認して食材を変更
5.消費者への情報提供・啓発に取り組みます。
・自らの取組を積極的に広報（ホームページへ掲載等）
・保存や調理の工夫を紹介（保存容器や食材の使いきりメニュー等）
6.従業員と一体となってフードロス削減に取り組みます。
・フードロス削減についての従業員教育
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株式会社筑波山江戸屋

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

いばらきフードロス削減取組宣言


